
 

 

 

 

１. はじめに 

少子高齢化の急速な進行に伴い、地域産業の

衰退、働き手不足などが顕在化し、その対策が

急務の課題になっている。地域の持続的発展を

目指して、その土地で安心して暮らし、働き、

子育てができる社会を創り上げることを目指す

「地方創生」の取り組みが、各地の自治体で行

われてきている。しかし、十分な成果を上げて

いる自治体は少ないのが現状である。 

こうした背景の下、産学官連携に取り組む地

域が増えてきている。しかし、事業化まで達成

できる成功事例は極めて少ないのが現状であり、

「成果を生み出す産学官連携はどうあるべきか」

が大きな課題となっている。 

筆者は、東北地域の５つの自治体と連携し、

地域企業が事業化まで達成できる独自の地域産

学官連携スタイルを確立し、地域企業の開発支

援に取組んできている。これまで 2,000 社以上

の地域企業を訪問し、対応した技術相談は

6,000 件以上、250 件以上の製品の開発・事業

化を図ってきている。この活動は、多数の成功

事例を生み出す地域産学官連携スタイルとして

「堀切川モデル」と呼ばれている(1)～(19)｡ 

本研修講義では､これからの我が国の産業構

造のあり方に関する筆者の考えを述べた上で、

筆者の行ってきている地域産学官連携活動の概

要、産学官連携によるものづくり成功の秘訣、

などについて紹介する。 

 

 

 

 

２.これからの我が国の産業構造のあるべき姿 

20 世紀の日本では、一つの基幹産業が成熟す

る頃に、次の幹となる産業が生まれ、バトンタ

ッチが行われることで日本経済が発展し続けて

きた。しかし、21 世紀に入り、経済が失速した

我が国では「次の基幹産業は何か」が議論され

てきた。残念ながら、筆者は、当面新たな基幹

産業は生まれないと考えている。 

では、21 世紀の我が国の産業構造はどうある

べきか？筆者の考えは、以下の通りである。 

21 世紀は、新しいミニ産業を多数生み出すこ

とが必要である。新しい有望な市場を生み出す

企業が１つ出ると、それをサポートする形でい

くつかの企業による小グループが誕生し、ミニ

産業くらいには育つことができる。このような

多彩な新産業が登場してくると、図 1 に示され

るように、全体では従来の基幹産業に匹敵する

経済力と雇用吸収力を持つことが可能となる。 

 

 

図 1  21 世紀は多彩な新産業登場の時代 
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図 2  地域産学官連携の意義 

 

 

昭和は「大量生産の時代」であったが、平成

は「多品種少量の時代」であったと捉えること

ができる。令和は「超多品種微量の時代」であ

ると筆者は考えている。品質や機能性の高い微

量の新製品の価値を認めた人たちが、高価でも

購入するようになってきている。中小企業によ

る利益率の極めて高い B to C の独自開発製品

が、ネット販売などで売れるようになってきて

いるのである。超多品種微量の時代では、旺盛

なチャレンジ精神を持つ「独立系開発型企業」

が新産業を生み出すと考えられる。 

以上述べたように、21世紀は「多彩な新産業

の登場の時代」、令和は「超多品種微量の時代」

である。これからは、様々な新産業が多数集積

し、それらが日本経済を牽引するようになる。

有望な新産業のキーワードの一つは、ライフサ

ポートテクノロジー（生活生命密着型産業）で

ある。新産業を数多く生み出さない限り、日本

経済は急速に閉塞していくであろう。図 2 に示

されるように、多彩な新産業を創造することが、

我が国の喫緊の課題であると筆者は考えている。 

 

３. 仙台堀切川モデル 

筆者は、仙台市地域連携フェローに平成16年

度に就任した。これは、宮城県知事、仙台市長、

東北大学総長、東北経済連合会会長の４者によ

る産学官連携ラウンドテーブルでの合意に基づ

いて導入された制度で、東北大学の教員（現在

では、仙台市の複数の大学まで拡張）が、仙台

市の非常勤嘱託職員「仙台市地域連携フェロー」

という立場で自立的な新産業創出に貢献してい

こうというものである。なお、令和５年度より、

仙台市地域産業課題解決マイスターに、名称変

更して、活動を拡大・継続している。 

筆者は、「御用聞き型企業訪問」という独自の

産業支援活動を行ってきている。（図 3）これは、

大学の人間が、地域の企業を御用聞きのように

回って、その場で技術相談を受けたり、開発提

案を行ったりする活動である。大学人として本

当に地域産業に貢献していこうというのであれ

ば、自ら企業に出かけて行って、連携を仕掛け

ていってよいのではないかと考えたのである。 

筆者は、仙台市及び公益財団法人仙台市産業

振興事業団の担当者とチームを作って企業訪問

を行っている。 

この企業訪問の際、筆者は、訪問先の企業に

「これまでに失敗した開発事例」を問うように

している。元気な開発型の企業は、もちろん成

功事例もあるが、必ずといってよいほど失敗事

例を有している。筆者なりに失敗の原因を分析

した上で、もしも別の方法で解決できるアイデ

アが浮かんだ場合には、その場で開発の再挑戦

を提案するようにしている。企業が再挑戦に同

意したら、筆者の方で本格的に計画を立て開発

の再挑戦を開始する。必要があれば、筆者の研

究室で緊急の支援研究も行う。 

企業が、それまでに単独で費用も時間もかけ

て開発に取り組んできて一度はあきらめた開発

を、産学官連携により開発に再挑戦し、課題解

決できれば、短期間に少ない開発費用で産学官

連携により製品化が可能になるのである。 

このように、「失敗を成功に変える」ことは、

地域企業が自社製品を新たに保有することにつ

ながるので、御用聞き型企業訪問の効果的な役

割の１つであるといえる。 



 

図 3  仙台堀切川モデル 

 

 

これまでに、仙台市での活動では、送電線に

綱渡りのように移動するロボット、ロードレー

ス用自転車タイヤ、滑りにくくて衛生面で非常

に優れた畳、転倒防止用の入院患者専用サンダ

ルなど50件以上の製品化を達成してきている。 

この活動は、JANBO Awards 地域プラット

フォーム大賞、イノベーションネットアワード

経済産業大臣賞、イノベーションコーディネー

ト大賞文部科学大臣賞などを受賞している。 

筆者の仙台市での活動を、林聖子氏（現 亜細

亜大学教授、当時 日本立地センター立地総合研

究所主任研究員）が、産学官連携の成功事例と

して「仙台堀切川モデル」と命名された(1)～(3)。 

 

４. 福島堀切川モデル 

東日本大震災以降、福島県の多くの企業が存

続の危機に直面している。雇用確保、雇用創出、

消費活性化、販路開拓、受注開拓が、重要な復

興課題となっている。 

筆者は、平成 24年４月から福島県地域産業復

興支援アドバイザー（平成 29年４月からは福島

県地域産業復興・創生アドバイザーに名称変更）

に就任し、ふくいろキラリプロジェクトと銘打

って、地域産業支援活動を行ってきている。こ

の活動の事務局は、（株）山川印刷所に置かれて

いる。 

 

図 4  福島堀切川モデル 

 

 

 

 

 
 

図 5  福島堀切川モデルの活動による開発品例 

 

 

筆者は、福島県、山川印刷所、福島県発明協

会、福島県内各地域の産業支援機関等と連携し、

毎回８名程度の大人数で御用聞き型企業訪問を

行っている。 

企業訪問では、工場見学等の後、可能であれ

ば開発提案を行い、その場で商標登録、意匠登

録、特許の出願等の可能性を検討することによ

り、迅速な開発、製品化を進め、70件以上の開

発実績を達成している。（図 4、図 5） 

筆者の福島県における活動を、林聖子教授が、

「福島堀切川モデル」と命名された(12), (14)。 



筆者らの行ってきている福島県での活動は、

平成 29年に、第 15回産学官連携功労者表彰に

おいて、我が国ではじめて設けられた「内閣府

科学技術政策担当大臣賞（地方創生賞）」を受賞

した。この受賞は、「地域産学官連携により製品

開発実績を次々と生み出す活動が、地方創生に

おいては極めて有効かつ重要である」と政府が

認識しているものと考えている。 

 

５. 宮城おおさき堀切川モデル 

宮城県大崎市には、全国でも珍しい民主導で

発足した特定非営利活動法人 未来産業創造お

おさき(MSO)がある。筆者は MSO並びに大崎市と

連携しながら様々な産業支援活動を行っている。 

MSO 並びに大崎市からの要請により、筆者は

ものづくり課題解決研究会を平成 26 年に立ち

上げた。大崎地域においては、企業同士の協力、

連携が強いという特徴を活かし、この研究会で

は、「ある企業の技術的悩み事を、筆者及び他社

の技術者が一緒に考えて課題解決の方法を見つ

ける」という独自のスタイルで企業支援活動を

行っている。これは、地域産業全体の技術的課

題解決の底力を上げることを目指したものであ

る。また、MSO統括コーディネーター、大崎市職

員、筆者の３名で地域企業を訪問し、新製品開

発などのアイデア提供や開発フォローアップの

活動も行っている。毎年開催される「おおさき

産業フェア」では、ドクターホッキー賞の表彰

制度が設けられている。（ドクターホッキーは筆

者のニックネームである）筆者は、令和５年度

から大崎市地域産業連携担当政策アドバイザー

に就任し、活動を強化している。 

本活動により、大崎地域では多数の製品が開

発されている。また、雄勝の濡れ盃（ものづく

り日本大賞（特別賞）を受賞）、ホタテのウロ取

りロボットシステムの開発支援など、広域連携

による開発成果も生まれている。 

なお、大崎地域の更なる産業力強化のために、

MSO を発展的に継承する形で、令和６年４月に

一般社団法人おおさき産業推進機構が発足する

予定である。 

筆者の大崎市における活動を、林聖子教授が、

「宮城おおさき堀切川モデル」と命名された(15)。 

 

６. 上山堀切川モデル 

山形県上山市は、人口２万８千人の小都市で、

温泉を中心とした観光産業、さくらんぼ、西洋

梨、葡萄などの果樹農業が盛んであるが、工業

分野の地域企業もかなり存在している。筆者は、

平成 29年度、上山市産業振興アドバイザーに就

任し、御用聞き型企業訪問を実施している。 

年間延べ 30 社程度の企業訪問を実施してい

るが、上山市においては、同じ企業を何度も繰

り返し訪問して自社製品開発を成功させる活動

を行っているのが特徴である。 

この活動では、さくらんぼ種とり機チェリー

スター（山形エクセレントデザインを受賞）な

ど 30件以上の開発・事業化実績がある。さらに、

幾つかのふるさと納税返礼品も開発するなど、

大きな成果をあげてきている。 

筆者の上山市における活動を、林聖子教授が、

「上山堀切川モデル」と命名された(16)。 

 

７. 青森堀切川モデル 

筆者は、青森県、イノベーション・ネットワ

ークあおもりと連携し、「堀切川モデル御用聞き

型企業訪問プロジェクト」と銘打って、平成 31

年 4月から青森県内企業の御用聞き企業訪問を

行っている。この活動により、東通牛やわらか

牛そぼろ、氷上対応防寒長靴などを開発・事業

化している。 

筆者の青森県における活動を、林聖子教授が、

「青森堀切川モデル」と命名された(19)。堀切川

モデルとして５つめの活動となる。 

 



８. 産学官連携によるものづくり成功の秘訣 

長年に渡って取り組んできた地域産学官連携

の経験をもとに、筆者がまとめた「産学官連携

によるものづくり成功の秘訣」－31カ条－、を

表 1に示す。講義では、主要な項目について、

実例を挙げながら詳しく説明している。 

 

表 1  産学官連携によるものづくり成功の秘訣 

 

９. おわりに 

現在、日本の多くの地域が、地域産業の急速

な減退という危機に直面している。雇用確保、

雇用創出に加えて、地方創生につながる新しい

地域産業の創出が、緊急かつ重要な地域課題と

なっている。 

新産業を創造するには、自治体と、地域企業、

研究機関、産業支援機関、金融機関、報道機関、

そして国との有機的な連携が有効である。 

今後、自治体は、効果的な施策により成果を

上げてゆく「勝ち組」と、それ以外の「負け組」

に２極化してゆくのではないか、と筆者は考え

ている。以下の４つのステップにより、「勝ち組」

自治体が増えることを期待したい。 

(1) 多くの地域企業が、産学官連携等により 

魅力ある製品開発の成功事例を生み出す。 

(2) 地域企業の魅力が向上し、魅力ある雇用 

の創出につながる。 

(3) 多くの人が、その魅力ある企業に集まり、 

雇用確保、地域産業の活性化につながる。 

(4) 新しい地域産業が生まれ、持続的経済発展

可能な地方創生の実現につながる。 

「堀切川モデル」と呼ばれるようになった筆

者らの活動は、開発・事業化の小さな成功事例

を多数生み出し、それらを大きく育てていくこ

とにより、地域企業の成長・発展だけではなく、

雇用確保、雇用創出、地域産業の活性化、地方

創生の面でも大きな成果を挙げてきている。 

「地域経済の活性化」、「新しい地域産業の創

出」、「魅力ある雇用の創出」、「持続的経済発展

につながる新しい産業構造の確立」、「地方創生

の実現」を目指し、今後とも全力で地域産学官

連携活動に取り組んでいきたい。 

これまで国や各地の自治体からの要請に応え、

筆者らの活動紹介、お試し御用聞き型企業訪問

の実践、などの協力をしてきているが、今後と

も積極的に対応、協力していきたい。 
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